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1 ．は じめに

　地球大気中に存在する CO2、　 CO、　 CH ，、　 N20 等の 大

気微量成分に よっ て 近赤外領域の 吸収を うけた太陽直達

光を観測する、地上設置高分解能 フ
ー

リエ 変換分光計

（FTS）に よ る全球観測網 TCCON （Total　Carbon　Column
Obse  g　Network）Dが 2004年 に設立された 。

　TCCON

は、装置、観測法、デー
タ処理 、校正 に対 して厳 しい 条

件を課す こ とに よ り、リモ
ー

トセ ン シ ン グ観測 で は 前例

の な い 不確 か さ（CO2 ： 025 ％ 以上）を達成 し て い る 。

TCCON データ は、近赤外衛星観測に よ る CO2 カ ラム全

量等 との 直接比較が可能で あ り、更 に炭素循環 の 研究に

も利用 されつ つ ある。本発 表で は、TCCON の 観測網、

装置 と観測法 デ
ー

タ解析 、データの 科学利用 につ い て

紹介する 。

2 ．観測網

　TCCON に おけ る最初の 観測は米国 Park　Fansで開始

され、現在 18 サイ トが加盟 し、15 サ イ トが運 用中で あ

る（加盟数、運用数は変動する）。TCCON サイ トは、熱帯

から極域、大陸及び沿岸、汚染及び清浄大気の 地域を網

羅して い る が、南ア メ リカ、ア フ リカ お よ び東ア ジア を

除くア ジア域に は存在 しない 。今後これ らの 地域に新規

に 設置 され る こ と が期待 され て い る。

　 日本国内で はつ くばサイ トが、国立環境研究所の 大気

観測用 FTS を用い て 、2008 年 12 月か ら東ア ジ ア の 最初

の TCCON サイ トとして観測を開始 した。更に JAXA の

コ ン テ ナ に搭載され た地 上 設置高分解能 町 Sが 佐賀大学

に 移設 され、2011 年 6 月か らア ジア 2 番 目の 佐賀サイ ト

と して観測を開始して い る。

3 ．観測装置、観測 法、デ
ー

タ解析

　前例の ない 小 さな不確か さの データ質を実現するた め

に、TCCON で は 以 ドの 条件を課 して い る。

（a ）共通 の 装置、デー
タ取得手順、観測条件、（b）共通 の デ

ータ処理解析ソ フ ト、（c）WMO 　gas　scale に対する校正

具体的には下記の 通 りで ある。

　TCGON で は、市販 品 の 1．1「で 最も安定な高分解能 F’］］S

で ある Bruker　IFS　125　HR を推奨装置 として い る。近赤

外領域 3900一ユ5500cm 『1 を、波数分解能 O．02　 cm
’1 で 、

InGaAs 及び Si検出器を用い て 観測を行 う。 1 回の 観測

時間は約 1分で、FTS の装置関数を低圧 HC1 ガス セ ル 測

定に よ りモ ニ タ して い る。太陽追尾装置は 3　arcmin よ り

高い 精度の もの を使用する こ とに な っ て い る。更 に、地

表面気圧 、 地表間温度1湿度 、 風向風速、日射等の気象デ

ータ の観測を行い 、データ解析 の 初期値 として 利用され、

TCCON デ
ー

タの 付随デ
ー

タとして も提供されて い る．

　データ解析は、共通 ソフ トで ある GFIT を用 い て共通

の 解析条件（解析波数領域、分光パ ラメ
ー

タ等）で行 い 、

CO2、　CH4、02等の カラム 量が導出される。更 に、カラ

ム 平均濃度 Xy は、　XFO ．2095× （Y カ ラ ム量）／（02カ ラム

量）で 計算され る。

　WMO 　gas　scale の 直接測定装置を搭載した航空機 によ

り TCCON サイ トE空の 鉛 直濃度分布を測定 し、 カ ラ ム

平均濃度 は これ に 対 して 校正 す る。環太平洋の TCCON

サ イ トに 対 して 各校正 係数（CO2： 0．989 ± 0．002 、　 CH4 ：

O．978± 0．004）を決定 し mb、これ らは他 サ イ トと
．
致 して

い るため、現在こ れ らを TCCON の 校正係数 として い る。

4 ，TCCON データ の 科学利用

　TCCON データ は、他 の 観測デー
タや気象デ

ー
タ等を

用 い た 大気化学的研究 に従来 か ら使用 され て い る。最近

は 大気輸送モ デル の 評価に利用 され つ つ あ る 3）
、 更に、

SCIAMACHW や GOSAT5 ）等の 衛星観測 に よ る近赤外

カ ラ ム 全量の 検証 に盛 ん に利用 され る よ うに な っ て きて

い る。
一

方、TCCON は高精度高分解能ス ペ ク トル を 取

得 して い るた め、新たな分光学的問題が発 見 され、こ れ

を解決する研 究も行われ て い る 6）。
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